
(57)【要約】

【課題】　外部装置から内視鏡本体部へ電気的に非接触

な状態で伝送し、電気安全面、感染防止面から見て高い

安全性が得られるようにする。

【解決手段】　信号処理部20から内視鏡本体部10への電

力伝送を、トランスを構成する一次側26Aと二次側26Bの

間に相対する形で空隙を設け、該空隙には絶縁材を介す

ることで、内視鏡本体部10内の回路に必要な電力を電気

的に非接触な状態で行えるようにする。上記電力伝送と

光等による信号伝送を組み合わせれば、内視鏡本体部10

と信号処理部20及び光源部40とは完全に電気的に分離さ

れ、電気的安全性が確保される。また、内視鏡本体部10

と信号処理部20及び光源部40を結ぶ光ケーブル50をコネ

クタ部30で着脱自在とすれば、洗浄、消毒の作業が容易

になる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 観 察 体 を 照 明 す る ラ イ ト ガ イ ド を 含 む 照 明 系 と 対 物 レ ン ズ 及 び 固 体 撮 像 素 子 を 含 む 撮
像 系 を 有 す る 内 視 鏡 本 体 部 と 、 こ の 内 視 鏡 本 体 部 か ら 出 力 さ れ る 映 像 信 号 を 処 理 す る 信 号
処 理 部 と 、 こ の 信 号 処 理 部 か ら の 出 力 に 基 づ き 被 観 察 体 の 映 像 を 表 示 す る 表 示 部 と 、 上 記
ラ イ ト ガ イ ド に 内 視 鏡 本 体 部 の 外 部 か ら 光 を 供 給 す る 光 源 部 と を 有 す る 電 子 内 視 鏡 装 置 に
お い て 、 内 視 鏡 本 体 部 内 の 回 路 を 駆 動 す る た め の 電 力 を 、 ト ラ ン ス を 構 成 す る 一 次 側 と 二
次 側 の コ ア 及 び 巻 き 線 の 間 に 相 対 す る 形 で 空 隙 を 設 け 、 該 空 隙 に は 絶 縁 材 を 介 す る こ と で
電 気 的 に 非 接 触 な 状 態 で 供 給 す る 電 源 に お い て 、 一 次 側 に キ ャ パ シ タ と イ ン ダ ク タ を 直 列
に 接 続 し 、 ト ラ ン ス の イ ン ダ ク タ ン ス 及 び 上 記 イ ン ダ ク タ の イ ン ダ ク タ ン ス と 上 記 キ ャ パ
シ タ に よ っ て 電 流 共 振 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 1の 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 二 次 側 に 発 光 素 子 を 設 け 一 次 側 に 受 光 素 子 を 設 け
る こ と で 、 二 次 側 で 検 出 し た 二 次 側 直 流 電 圧 の 変 動 を 誤 差 信 号 と し て 一 次 側 へ 光 伝 送 す る
こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ の 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 内 視 鏡 本 体 部 と 信 号 処 理 部 を 接 続 す る コ ネ ク タ の
着 脱 が 安 全 に 行 え る よ う に す る た め 、 内 視 鏡 本 体 部 の コ ネ ク タ が 信 号 処 理 部 に 挿 入 さ れ て
い る こ と を 検 出 す る 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 電 子 内 視 鏡 装 置 、 特 に 被 観 察 体 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 本 体 部 の 固 体 撮 像 素 子 を 含
め た 電 子 回 路 を 駆 動 す る た め の 電 源 を 映 像 信 号 処 理 部 の 外 部 装 置 と 電 気 的 に 非 接 触 な 状 態
で 供 給 す る た め の 構 成 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ５ に は 、 従 来 の 電 子 内 視 鏡 装 置 の 基 本 的 な 構 成 が 示 さ れ て お り 、 内 視 鏡 本 体 部 1内 に
は そ の 先 端 部 に 配 置 さ れ た 対 物 レ ン ズ 2及 び 固 体 撮 像 素 子 3を 含 む 撮 像 系 と 、 照 明 用 レ ン ズ
4及 び ラ イ ト ガ イ ド 5を 含 む 照 明 系 が 組 み 込 ま れ る 。 こ の 内 視 鏡 本 体 部 1に は 、 光 源 ラ ン プ 6
を 有 し 上 記 ラ イ ト ガ イ ド 5に 光 を 送 る た め の 光 源 部 7と 、 内 視 鏡 本 体 部 1か ら 出 力 さ れ る 映
像 信 号 を 処 理 す る 信 号 処 置 部 8と が 接 続 さ れ 、 こ の 信 号 処 理 部 8に 、 上 記 固 体 撮 像 素 子 3で
撮 像 さ れ た 被 観 察 体 の 映 像 を 表 示 す る 表 示 部 9が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 、 装 置 の 安 全 性 を 高 め る た め に 内 視 鏡 本 体 部 1か ら の 映
像 信 号 を 信 号 処 理 部 8に 伝 送 す る 方 法 と し て 、 光 フ ァ イ バ ー ま た は ホ ト カ プ ラ ー を 用 い た
光 伝 送 手 段 や 電 波 を 用 い て 伝 送 す る 無 線 通 信 手 段 と い っ た 電 気 的 に 非 接 触 の 伝 送 手 段 が あ
る 。 ま た 、 内 視 鏡 本 体 部 1に 設 置 さ れ て い る 固 体 撮 像 素 子 3を 含 む 電 子 回 路 を 駆 動 す る 電 力
に つ い て は 、
特 開 平 7― ３ ２ ７ ９ ２ ２ 号 公 報 に 示 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 に 設 け た 充 電 式 電 池 に よ っ て 供
給 し た り 、 特 開 平 ８ － １ ０ ６ ０ ５ ３ 号 公 報 に 示 さ れ る よ う に 、 光 源 ラ ン プ か ら 被 写 体 照 射
用 ラ イ ト ガ イ ド か ら 漏 れ た 光 を 太 陽 電 池 へ 照 射 し 発 電 し た り 、 特 開 平 １ ０ － １ ５ ５ ７ ４ ０
号 公 報 に 示 さ れ る よ う に 、 外 部 に 設 け ら れ た 信 号 処 理 部 か ら リ ー ド 線 を 介 さ ず に 空 間 的 な
電 磁 結 合 手 段 に よ っ て 供 給 し た り す る こ と も 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ３ ２ ７ ９ ２ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － １ ０ ６ ０ ５ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － １ ５ ５ ７ ４ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ０ ２ ０ ４ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-320381 A 2006.11.30



【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 こ れ ま で 提 案 さ れ て い る 電 子 内 視 鏡 装 置 で の 上 記 内 視 鏡 本 体 部 1と 信 号
処 理 部 ８ 間 の 電 力 供 給 に お い て は 、 い く つ か の 解 決 す べ き 課 題 も あ り 実 用 化 さ れ て い な い
。 例 え ば 、 内 視 鏡 本 体 部 1に 電 池 を 搭 載 す る 方 式 で は 、 内 視 鏡 を 用 い た 術 中 に 電 池 の 出 力
低 下 が 起 こ っ た 場 合 に 画 像 が 見 ら れ な く な る 等 の 不 都 合 を 避 け る こ と は で き な い 。 ま た 、
照 明 用 光 を 伝 送 す る ラ イ ト ガ イ ド へ 供 給 さ れ な い 漏 れ た 光 を 利 用 す る 方 式 で は 、 漏 れ た 光
を 太 陽 電 池 に 集 光 す る 方 法 の 問 題 や 内 視 鏡 本 体 部 の 全 て の 回 路 を 駆 動 す る に 必 要 な 電 力 を
得 る の は 難 し い 。 ま た 、 空 間 的 な 電 磁 結 合 手 段 を 用 い た 方 式 で は 、 コ ネ ク タ 部 の 構 造 が 複
雑 と な る だ け で な く 効 率 が 悪 い の で 実 用 に な っ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 更 に 、 近 来 、 電 子 内 視 鏡 装 置 に お け る 洗 浄 、 消 毒 の 問 題 が 重 要 視 さ れ る よ う に な り 、 上
記 内 視 鏡 本 体 部 1は 、 洗 浄 、 消 毒 の 容 易 な 構 成 で あ る こ と も 強 く 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 簡 単 な 構 造 で 外 部 装 置 （
信 号 処 理 部 ） か ら 内 視 鏡 本 体 部 へ 効 率 よ く 電 力 を 伝 送 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 本 体 部 と 外
部 装 置 と を 電 気 的 に 非 接 触 な 状 態 で 接 続 し 、 電 気 安 全 面 、 感 染 防 止 面 か ら 見 て 高 い 安 全 性
が 得 ら れ る 電 子 内 視 鏡 装 置 を 提 案 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 1に 係 わ る 発 明 は 、 被 観 察 体 を 照 明 す る ラ イ ト ガ イ
ド を 含 む 照 明 系 と 対 物 レ ン ズ 及 び 固 体 撮 像 素 子 を 含 む 撮 像 系 を 有 す る 内 視 鏡 本 体 部 と 、 こ
の 内 視 鏡 本 体 部 か ら 出 力 さ れ る 映 像 信 号 を 処 理 す る 信 号 処 理 部 と 、 こ の 信 号 処 理 部 か ら の
出 力 に 基 づ き 被 観 察 体 の 映 像 を 表 示 す る 表 示 部 と 、 上 記 ラ イ ト ガ イ ド に 内 視 鏡 本 体 部 の 外
部 か ら 光 を 供 給 す る 光 源 部 と を 有 す る 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 内 視 鏡 本 体 部 内 の 電 子 回
路 を 駆 動 す る た め の 電 力 を 、 ト ラ ン ス を 構 成 す る 一 次 側 と 二 次 側 の コ ア 及 び 巻 き 線 の 間 に
相 対 す る 形 で 空 隙 を 設 け 、 該 空 隙 に は 絶 縁 材 を 介 す る こ と で 電 気 的 に 非 接 触 な 状 態 で 供 給
す る 電 源 に お い て 、 一 次 側 に キ ャ パ シ タ と イ ン ダ ク タ を 直 列 に 接 続 し 、 ト ラ ン ス の イ ン ダ
ク タ ン ス 及 び 上 記 イ ン ダ ク タ の イ ン ダ ク タ ン ス と 上 記 キ ャ パ シ タ に よ っ て 電 流 共 振 さ せ る
こ と に よ っ て 、 信 号 処 理 部 内 の 電 源 部 か ら の 電 力 を 内 視 鏡 本 体 部 へ 効 率 よ く 供 給 す る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 2に 係 わ る 発 明 は 、 請 求 項 1の 電 子 内 視 鏡 に お い て 、 二 次 側 に 発 光 素 子 を 設 け 一 次
側 に 受 光 素 子 を 設 け る こ と で 、 二 次 側 で 検 出 し た 二 次 側 直 流 電 圧 の 変 動 を 誤 差 信 号 と し て
一 次 側 へ 光 伝 送 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 3に 係 わ る 発 明 は 、 請 求 項 1の 電 子 内 視 鏡 に お い て 内 視 鏡 本 体 部 と 信 号 処 理 部 を 接
続 す る コ ネ ク タ の 着 脱 が 安 全 に 行 え る よ う に す る た め 、 内 視 鏡 本 体 部 の コ ネ ク タ が 信 号 処
理 部 に 挿 入 さ れ て い る こ と を 検 出 す る 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 既 に 述 べ た よ う に 非 常 に 簡 単 な 構 造 で 信 号 処 理 部 か ら 内 視 鏡 本 体 部 へ
の 電 力 伝 送 が 電 気 的 に 非 接 触 な 状 態 で 実 現 出 来 る 。 ま た 、 以 上 説 明 し た よ う に 、 内 視 鏡 本
体 部 と 信 号 処 理 部 間 の 信 号 伝 送 は 、 光 ま た は 無 線 に よ る 伝 送 が 出 来 る の で 、 内 視 鏡 本 体 部
と 信 号 処 理 部 と は 、 簡 単 な 構 造 で 完 全 に 電 気 的 に 分 離 さ れ 、 電 気 的 な 安 全 性 が 容 易 に 確 保
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 図 １ に 示 す よ う な 構 成 に す れ ば 、 内 視 鏡 本 体 部 と 信 号 処 理 部 間 を 接 続 す る コ ネ ク
タ 部 に 電 気 的 な 接 点 が 全 く な い の で 、 洗 浄 、 消 毒 時 に 問 題 と な る 耐 気 密 性 や 耐 腐 食 性 も 簡
単 に 解 決 で き る こ と に な り 、 感 染 防 止 面 か ら 見 て も 安 全 性 が 容 易 に 確 保 で き る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 1に は 、 実 施 例 に 係 わ る 電 子 内 視 鏡 装 置 の 全 体 構 成 が 示 さ れ て お り 、 こ の 装 置 は 、 内
視 鏡 本 体 部 10、 信 号 処 理 部 （ プ ロ セ ッ サ 装 置 ） 20、 光 源 部 （ 光 源 装 置 ） 40及 び 表 示 部 （ モ
ニ タ ） 60よ り 構 成 さ れ る 。 図 1の 実 施 例 で は 、 内 視 鏡 本 体 部 10に 装 着 さ れ て い る 電 子 回 路
を 駆 動 す る 電 力 は 電 気 的 に 絶 縁 さ れ た 空 隙 を 有 す る ト ラ ン ス を 介 し て 供 給 さ れ る 。 ま た 、
内 視 鏡 本 体 部 10と 信 号 処 理 部 20と を 接 続 す る 信 号 も 電 気 的 に 絶 縁 さ れ た 状 態 を 保 つ た め に
、 光 学 的 な 手 段 で 接 続 さ れ る の で 、 内 視 鏡 本 体 部 10と 信 号 処 理 部 20と は 完 全 に 電 気 的 に 絶
縁 さ れ た 状 態 に あ り 、 非 常 に 安 全 性 の 高 い 電 子 内 視 鏡 装 置 と な る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ に お い て 、 信 号 を 電 気 的 に 非 接 触 な 状 態 で 接 続 す る 手 段 に つ い て は 、 既 に 特 開 ２ ０ ０
４ ― ２ ０ ２ ０ ４ ０ 号 公 報 に 示 さ れ て い る が 、 上 記 内 視 鏡 本 体 部 10は 被 観 察 体 （ 被 検 体 ） 内
に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 10Aと 内 視 鏡 を 操 作 す る 操 作 部 （ 又 は 保 持 部 ） 10Bよ り 構 成 さ れ 、 こ の
挿 入 部 の 先 端 に は 、 対 物 レ ン ズ 11と 固 体 撮 像 素 子 12を 含 ん だ 撮 像 系 が 組 み 込 ま れ る 。 一 方
、 挿 入 部 の 先 端 の 照 明 レ ン 41に 接 続 す る 形 で 、 操 作 部 の 後 端 ま で 、 照 明 光 を 伝 達 す る 照 明
系 の ラ イ ト ガ イ ド 42が 配 設 さ れ る 。 ま た 、 上 記 固 体 撮 像 素 子 12は 駆 動 回 路 13に よ っ て 駆 動
さ れ 、 こ の 固 体 撮 像 素 子 12か ら 出 力 さ れ た 被 観 察 体 の 映 像 は 映 像 信 号 と し て 第 １ の 信 号 処
理 回 路 14へ 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 固 体 撮 像 素 子 駆 動 回 路 13に は 、 光 － 電 気 （ O／ E） 変 換 イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路 15を 介
し て フ ォ ト セ ン サ ー の よ う な O／ E変 換 素 子 （ 受 光 素 子 ） 17が 接 続 さ れ 、 こ の O／ E変 換 素 子
17は 、 光 伝 送 線 （ フ ァ イ バ ー ） 51に よ っ て 信 号 処 理 部 と 接 続 さ れ る 。 上 記 第 １ の 信 号 処 理
回 路 14に は 、 電 気 － 光 （ E／ O） 変 換 イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路 16を 介 し て 発 光 ダ イ オ ー ド の よ
う な E／ O変 換 素 子 （ 発 光 素 子 ） 18が 接 続 さ れ 、 こ の E／ O変 換 素 子 18は 、 光 伝 送 線 （ フ ァ イ
バ ー ） 52に よ っ て 信 号 処 理 部 20と 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 方 、 上 記 信 号 処 理 部 20に は 、 上 記 光 伝 送 線 51に 接 続 す る 形 で 、 電 気 － 光 （ E／ O） 変 換
素 子 （ 発 光 素 子 ） 21、 E／ O変 換 イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路 23及 び 同 期 信 号 回 路 25が 設 け ら れ て
お り 、 こ の 同 期 信 号 回 路 25か ら の 同 期 信 号 が 、 E／ O変 換 イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路 23を 介 し E
／ O変 換 素 子 21で 光 信 号 に 変 換 さ れ 、 光 伝 送 線 51を 通 っ て O／ E変 換 素 子 17に 伝 送 さ れ 、 O／
E変 換 イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路 15を 介 し て 固 体 撮 像 素 子 駆 動 回 路 13へ 伝 送 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 上 記 信 号 処 理 回 路 20に は 、 上 記 光 伝 送 線 52に 接 続 す る 形 で 、 光 － 電 気 （ O／ E） 変
換 素 子 （ 受 光 素 子 ） 22、 O／ E変 換 イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路 24及 び 第 2の 信 号 処 理 回 路 26が 設
け ら れ て お り 、 上 記 内 視 鏡 本 体 部 10の 固 体 撮 像 素 子 12か ら 出 力 さ れ た 映 像 信 号 は 、 第 １ の
信 号 処 理 回 路 14で 所 定 の 信 号 処 理 が 行 わ れ た 後 、 E／ O変 換 イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路 16、 E／ O
変 換 素 子 （ 発 光 素 子 ） 18を 介 し て 光 信 号 へ 変 換 さ れ 、 こ の 映 像 信 号 は 光 伝 送 線 52を 介 し て
光 信 号 と し て 信 号 処 理 部 20へ 伝 送 さ れ 、 こ の 信 号 処 理 部 20内 で は 、 光 信 号 が O／ E変 換 素 子
（ 受 光 素 子 ） 22で 電 気 信 号 に 変 換 さ れ 、 O／ E変 換 イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路 24を 介 し て 第 2の
信 号 処 理 回 路 26で 形 成 さ れ た 映 像 信 号 が 表 示 部 （ 装 置 ） 60へ 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 信 号 処 理 部 20で は 、 同 期 信 号 回 路 25の 同 期 信 号 が 第 2の 信 号 処 理 回 路 26に 分 配 さ れ
る が 、 こ の 同 期 信 号 は 、 上 述 の よ う に 内 視 鏡 本 体 部 10に も E／ O変 換 イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路
23、 E／ O変 換 素 子 21及 び 光 伝 送 線 51を 介 し て 光 信 号 と し て 伝 送 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 更 に 、 内 視 鏡 本 体 部 10へ の 電 力 供 給 は 、 信 号 処 理 部 20の コ ネ ク タ の 挿 入 部 に 配 設 さ れ た
ト ラ ン ス を 構 成 す る 一 次 側 の コ ア 及 び 巻 線 ユ ニ ッ ト 28Aと 、 内 視 鏡 本 体 部 と ケ ー ブ ル 50で
接 続 さ れ て い る コ ネ ク タ 30内 の 二 次 側 の コ ア 及 び 巻 線 ユ ニ ッ ト 28Bと の 間 の 電 磁 結 合 に よ
っ て 行 わ れ る 。
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図 ２ は 、 上 記 電 力 伝 送 部 の 空 隙 を 有 す る ト ラ ン ス を 構 成 す る コ ア 及 び 巻 線 部 の 構 造 の 略 図
で あ る 。 図 ２ （ A） は 、 各 コ ア 及 び 巻 線 28A,28Bの 相 対 す る 空 隙 が コ ネ ク タ の 挿 入 方 向 と 同
じ 方 向 に 向 く よ う に 取 り 付 け た 場 合 の 例 で あ る 。 図 の よ う に 、 上 記 ト ラ ン ス を 構 成 す る コ
ア 及 び 巻 線 28Aと 28Bの 間 に は 、 コ ネ ク タ 30の ケ ー ス 等 に 絶 縁 部 材 を 使 用 す る こ と で 、 完 全
に 電 気 的 に 絶 縁 さ れ る 。 ま た 、 図 ２ （ B） は 相 対 す る 空 隙 が コ ネ ク タ 30の 挿 入 方 向 と 垂 直
の 方 向 に 取 り 付 け た 場 合 の 別 の 例 を 示 す 。 上 記 い ず れ の 構 成 に し て も 、 信 号 処 理 部 20か ら
内 視 鏡 本 体 部 10へ の 電 力 伝 送 が 非 常 に 簡 単 な 構 造 で 行 う こ と が 出 来 る 。
図 ３ （ A） は 、 本 発 明 に よ る 電 力 伝 送 部 の 基 本 的 な 回 路 構 成 を 示 す 。 図 ２ の よ う に ト ラ ン
ス を 構 成 す る コ ア 及 び 巻 線 の 一 次 側 28Aと 二 次 側 28Bの 間 に 空 間 距 離 を 有 す る 構 造 と な っ て
い る 。
通 常 、 電 源 用 ト ラ ン ス は 、 例 え ば E型 コ ア を 使 用 す る 場 合 に は 、 コ ア 間 の 空 隙 は 出 来 る 限
り 小 さ く す る が 、 上 記 の よ う に 一 次 、 二 次 間 に 空 隙 を 設 け た 場 合 、 一 次 側 か ら 見 た ト ラ ン
ス の イ ン ダ ク タ ン ス Ltは 、 コ ア 間 の 空 隙 が 大 き け れ ば 大 き い ほ ど 小 さ な 値 に な っ て し ま う
。 ま た 、 一 般 的 に 共 振 時 に お い て 二 次 側 に 伝 達 で き る 電 力 の 最 大 値 は 、 図 3（ B） か ら 一 次
側 の 励 磁 電 力 分 を 無 視 す る と 下 式 で 表 す こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ １ 】
上 式 か ら わ か る よ う に 、 ト ラ ン ス の 一 次 側 と 二 次 側 の 間 に 空 隙 を 設 け て ト ラ ン ス の イ ン ダ
ク タ ン ス が 小 さ い 状 態 の ま ま で は 、 内 視 鏡 本 体 部 に あ る 回 路 の よ う な 小 さ い 電 力 を 供 給 す
る た め の 制 御 が 困 難 に な る 。 本 発 明 は 、 こ の 問 題 を 解 決 す る た め 、 一 次 側 に イ ン ダ ク タ 33
を 設 け こ の イ ン ダ ク タ ン ス Lrと ト ラ ン ス の イ ン ダ ク タ ン ス Ltの 和 （ Lt+Lr） と キ ャ パ シ タ 3
2の 容 量 Cと で 電 流 共 振 さ せ る こ と で 、 ト ラ ン ス の 空 隙 を 設 け て も 容 易 に 制 御 で き る 電 源 を
実 現 す る こ と に あ る 。 ま た 、 こ の 回 路 例 で は 、 二 次 側 が 全 波 整 流 出 来 る よ う 中 間 タ ッ プ を
設 け て い る の で 、 一 次 側 の ２ つ の ス イ ッ チ 素 子 Q1、 Q2の ど ち ら が オ ン し て い る 場 合 に も 電
力 伝 送 が で き る の で 効 率 の 良 い 電 力 伝 送 が 可 能 と な る 。 な お 、 図 ３ に お い て は 、 二 次 側 に
一 組 の 巻 線 の み で 一 つ の 電 圧 を 出 力 す る よ う に 図 示 さ れ て い る が 、 二 次 側 に 複 数 の 巻 線 又
は 巻 線 の 途 中 に い く つ か の タ ッ プ （ 出 力 用 端 子 ） を 持 つ こ と に よ っ て 、 内 視 鏡 本 体 部 に 必
要 な 直 流 電 圧 を 全 て 出 力 す る こ と が 出 来 る の は も ち ろ ん で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 の 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 信 号 処 理 部 20の コ ネ ク タ 30が 挿 入 さ れ る 部 分 に 、 内 視
鏡 本 体 部 10と 接 続 さ れ て い る コ ネ ク タ 30が 正 し く 挿 入 さ れ て い る か ど う か を 識 別 で き る セ
ン サ ー を 設 け る こ と で 、 動 作 中 に 内 視 鏡 本 体 部 を 取 り 外 し た 場 合 に 上 記 電 源 を 構 成 す る ト
ラ ン ス の イ ン ダ ク タ ン ス の 急 激 な 減 少 に よ っ て 電 源 の 制 御 が 不 安 定 に な る こ と を 防 止 す る
こ と が 出 来 る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 安 全 に 内 視 鏡 本 体 部 を 着 脱 す る こ と が 可 能 と な り
、 術 中 に 内 視 鏡 本 体 部 を 例 え ば 直 視 用 か ら 斜 視 用 に 取 り 替 え て 使 用 す る こ と も 容 易 に 出 来
る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 2（ A） 及 び （ B） は 、 上 記 の 識 別 セ ン サ ー と し て 発 光 ダ イ オ ー ド 37Aと フ ォ ト セ ン サ ー
37Bを 用 い た 例 を 示 す 。 図 の よ う に 内 視 鏡 本 体 部 10と 接 続 さ れ て い る コ ネ ク タ 30が 信 号 処
理 部 20の コ ネ ク タ 挿 入 部 に 挿 入 さ れ て い る 場 合 は 、 上 記 発 光 ダ イ オ ー ド 37Aか ら の 光 は コ
ネ ク タ 30に よ っ て 相 対 す る 位 置 に あ る フ ォ ト セ ン サ ー 37Bへ 届 か な い の で フ ォ ト セ ン サ ー
は オ フ と な る が 、 コ ネ ク タ が 挿 入 さ れ て い な い と 発 光 ダ イ オ ー ド か ら の 光 が フ ォ ト セ ン サ
ー ま で 届 く の で フ ォ ト セ ン サ ー は オ ン と な り 、 コ ネ ク タ が 挿 入 さ れ て い る か ど う か の 識 別
が で き る 。 識 別 手 段 と し て は 、 こ れ に 限 定 し た も の で は な く 機 械 的 な 方 法 や 、 磁 気 的 な 方
法 も 考 え ら れ る 。

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-320381 A 2006.11.30



【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 述 の 電 源 伝 送 は 、 一 次 側 か ら 二 次 側 に 電 力 を 伝 送 す る だ け で 二 次 側 の 電 圧 安 定 化 回 路
は 含 ま な い の で 、 二 次 側 に 別 途 安 定 か 回 路 が 必 要 に な る 。 図 ４ は 、 出 力 電 圧 を 安 定 化 す る
た め に 、 二 次 側 に 設 け ら れ た 誤 差 検 出 回 路 で 基 準 電 圧 と 出 力 電 圧 の 差 を 検 出 し て 、 そ の 誤
差 信 号 を 二 次 側 に 設 け た 発 光 素 子 と 一 次 側 に 設 け た 受 光 素 子 を 用 い て 光 信 号 と し て 一 次 側
の 制 御 回 路 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る こ と で 、 二 次 側 の 電 圧 の 安 定 化 も 行 う よ う に し た も の で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 上 記 実 施 例 で は 、 内 視 鏡 本 体 部 10と 信 号 処 理 部 20と の 間 の 信 号 伝 送 に 光 を 用 い た
が 、 こ の 信 号 伝 送 を 無 線 通 信 と し て 信 号 伝 送 に 関 す る ケ ー ブ ル を 省 く 等 の 他 の 構 成 を 採 用
す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 こ の 他 に も 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 種 々 の 形
態 の 電 子 内 視 鏡 を 実 施 す る こ と が 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 に 係 わ る 電 子 内 視 鏡 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 の ト ラ ン ス を 構 成 す る 一 対 の コ ア 、 巻 線 が 配 置 さ れ る コ ネ ク タ 部 の 構 造 を
図 （ A） に 示 し 、 図 （ B） は 他 の 例 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 の 電 力 伝 送 の 基 本 的 な 回 路 構 成 を 図 （ A） に 示 し 、 図 （ B） は そ の 等 価 回 路
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 別 の 実 施 例 の 電 力 伝 送 に 関 す る 基 本 的 な 回 路 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 電 子 内 視 鏡 装 置 の 基 本 的 な 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
1,10・ ・ ・ 内 視 鏡 本 体 部 　 　 　 　 　 7,40・ ・ ・ 光 源 部
8,20・ ・ ・ 信 号 処 理 部 　 　 　 　 　 　 9,60・ ・ ・ 表 示 部
12・ ・ ・ 固 体 撮 像 素 子
13・ ・ ・ 固 体 撮 像 素 子 駆 動 回 路
14・ ・ ・ 第 １ の 信 号 処 理 回 路
15・ ・ ・ 光 － 電 気 （ O／ E） 変 換 イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路
16・ ・ ・ 電 気 － 光 （ E／ O） 変 換 イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路
17・ ・ ・ O／ E変 換 素 子 （ 受 光 素 子 ）
18・ ・ ・ E／ O変 換 素 子 （ 発 光 素 子 ）
19・ ・ ・ 内 視 鏡 本 体 へ の 電 源 ケ ー ブ ル
21・ ・ ・ E／ O変 換 素 子 （ 発 光 素 子 ）
22・ ・ ・ O／ E変 換 素 子 （ 受 光 素 子 ）
23・ ・ ・ 電 気 － 光 （ E／ O） 変 換 イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路
24・ ・ ・ 光 － 電 気 （ O／ E） 変 換 イ ン タ ー フ ェ ー ス 回 路
25・ ・ ・ 同 期 信 号 ・ タ イ ミ ン グ 発 生 器
26・ ・ ・ 第 2の 信 号 処 理 回 路
27・ ・ ・ 電 力 伝 送 部 の 一 次 側 回 路
28・ ・ ・ ト ラ ン ス
28A,28B・ ・ ・ ト ラ ン ス を 構 成 す る 一 次 側 及 び 二 次 側 の コ ア 、 巻 線
30・ ・ ・ コ ネ ク タ 部
31・ ・ ・ 電 力 伝 送 部 の 二 次 側 回 路
32・ ・ ・ 共 振 用 キ ャ パ シ タ
33・ ・ ・ イ ン ダ ク タ
34,35,36・ ・ ・ ト ラ ン ス の 等 価 回 路 定 数
37A・ ・ ・ 発 光 ダ イ オ ー ド
37B・ ・ ・ フ ォ ト セ ン サ ー
50・ ・ ・ 接 続 ケ ー ブ ル
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51,52・ ・ ・ 光 伝 送 線 （ フ ァ イ バ ー ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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摘要(译)

要解决的问题：通过以非接触状态从外部设备传输到内窥镜主体，从而
在电气安全和预防感染方面获得高度安全。 解决方案：从信号处理单元
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中的电路所需的电力可以通过非接触状态进行。 如果结合使用光的动力
传输和信号传输，则内窥镜主体10，信号处理单元20和光源单元40被完
全电分离，并且确保了电安全性。 如果将内窥镜主体10连接至信号处理
单元20和光源单元40的光缆50可从连接器单元30拆卸，则清洁和消毒工
作变得容易。 [选型图]图1
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